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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成樹脂エマルション（Ａ）を固形分換算で１００重量部、アミノ基含有オルガノシロ
キサン化合物（Ｂ）を１～１００重量部、カルボキシル基含有高分子化合物（Ｃ）を１～
１００重量部含み、さらに前記（Ｂ）成分と前記（Ｃ）成分との塗料中での反応を抑制す
るために有効な揮発性塩基（Ｄ）を含み、
　合成樹脂エマルション（Ａ）が、重量平均分子量１０００００以上であり、（メタ）ア
クリル酸アルキルエステルに由来するアクリル樹脂、及び環状シロキサン化合物に由来す
るシリコーン樹脂が９９：１～３０：７０の重量比率でエマルション粒子内に混在する合
成樹脂エマルションであって、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに由来するアクリル
樹脂、及び環状シロキサン化合物に由来するシリコーン樹脂が混在する外層と、（メタ）
アクリル酸アルキルエステルに由来するアクリル樹脂を含む内層を有し、前記外層におけ
るアクリル樹脂のガラス転移温度よりも前記内層におけるアクリル樹脂のガラス転移温度
が低く設定された多層構造型合成樹脂エマルション（Ａ－２）(但し、アミノ基は含有し
ない。）であり、
　カルボキシル基含有高分子化合物（Ｃ）が、重量平均分子量３０００以上１０００００
未満である(但し、アミノ基は含有しない。）
　ことを特徴とする水性塗料組成物。
　
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規な水性塗料組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建築物、土木構造物等の表面に防水性、汚染防止性等を付与するため材料として
撥水性塗料が知られている。撥水性塗料の一例としては、フッ素樹脂を含有するもの等が
挙げられ、これらから形成される塗膜表面は、水に対する接触角が高く、水との接触面積
を小さくすることで水をはじき、防水性、汚染防止性等を付与することができる。例えば
、特開平８－９２４９９号公報（特許文献１）には、特定の撥水成分と有機溶剤系樹脂か
らなる撥水性塗料が記載されている。
　しかし、当該公報に記載の撥水性塗料は有機溶剤を媒体とするものである。近年、塗料
分野において溶剤系から水性系への要望が高まりつつあるなか、撥水性塗料も例外ではな
く水性系の材料が望まれている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　水性タイプの撥水性塗料として、例えば特開２００３－３４５８６号公報（特許文献２
）には、撥水剤を含有させたスチレンアクリル樹脂エマルション塗料が記載されている。
また、特開２００３－３０１１３９号公報（特許文献３）には、樹脂水性液に、特定の水
性撥水剤を配合してなる水性塗料が記載されている。しかしながら、特許文献２や特許文
献３に記載の塗料では、塗膜形成後、初期段階においてはある程度の撥水効果が発揮され
るものの、長期間太陽光や降雨等に曝されると経時的に撥水性能が低下してしまうという
問題がある。
【０００４】
　本発明は、以上のような問題点に鑑みなされたものであり、塗膜形成後における撥水効
果の低下を抑制し、優れた撥水性能を安定して発揮することができる水性塗料組成物を得
ることを目的とするものである。
【０００５】
【特許文献１】特開平８－９２４９９号公報
【特許文献２】特開２００３－３４５８６号公報
【特許文献３】特開２００３－３０１１３９号公報
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、上記目的を達成するため鋭意検討を行った結果、合成樹脂エマルション、
アミノ基含有オルガノシロキサン化合物、カルボキシル基含有高分子化合物、及び揮発性
塩基を必須成分とする水性塗料組成物に想到し、本発明を完成させるに到った。
【０００７】
　すなわち、本発明は以下の特徴を有するものである。
１．合成樹脂エマルション（Ａ）を固形分換算で１００重量部、アミノ基含有オルガノシ
ロキサン化合物（Ｂ）を１～１００重量部、カルボキシル基含有高分子化合物（Ｃ）を１
～１００重量部含み、さらに前記（Ｂ）成分と前記（Ｃ）成分との塗料中での反応を抑制
するために有効な揮発性塩基（Ｄ）を含み、
　合成樹脂エマルション（Ａ）が、重量平均分子量１０００００以上であり、（メタ）ア
クリル酸アルキルエステルに由来するアクリル樹脂、及び環状シロキサン化合物に由来す
るシリコーン樹脂が９９：１～３０：７０の重量比率でエマルション粒子内に混在する合
成樹脂エマルションであって、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに由来するアクリル
樹脂、及び環状シロキサン化合物に由来するシリコーン樹脂が混在する外層と、（メタ）
アクリル酸アルキルエステルに由来するアクリル樹脂を含む内層を有し、前記外層におけ
るアクリル樹脂のガラス転移温度よりも前記内層におけるアクリル樹脂のガラス転移温度
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が低く設定された多層構造型合成樹脂エマルション（Ａ－２）(但し、アミノ基は含有し
ない。）であり、
　カルボキシル基含有高分子化合物（Ｃ）が、重量平均分子量３０００以上１０００００
未満である(但し、アミノ基は含有しない。）
　ことを特徴とする水性塗料組成物。
 
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の水性塗料組成物は、その形成塗膜において、初期の撥水効果を保持し続けるこ
とができる。したがって、本発明組成物によれば、優れた撥水性能を安定して得ることが
でき、防水性、汚染防止性等においても有利な効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について説明する。
【００１０】
　本発明の水性塗料組成物は、合成樹脂エマルション（Ａ）、アミノ基含有オルガノシロ
キサン化合物（Ｂ）、カルボキシル基含有高分子化合物（Ｃ）、及び揮発性塩基（Ｄ）を
必須成分として含むものである。本発明組成物では、塗装直後から、揮発性塩基（Ｄ）が
揮発し、ｐＨの低下が起こる。これにより、アミノ基含有オルガノシロキサン化合物（Ｂ
）のアミノ基の水素化が促進され、カチオン電荷が大きくなる。本発明では、このアミノ
基含有オルガノシロキサン化合物（Ｂ）のアミノ基と、カルボキシル基含有高分子化合物
（Ｃ）のカルボキシル基とのイオン的相互作用により、これら成分が塗膜中に固定化され
、撥水性能において持続性を発揮することが可能となる。
【００１１】
　本発明組成物における合成樹脂エマルション（Ａ）（以下「（Ａ）成分」という）は、
結合材として作用するものであり、種々の合成樹脂エマルションを用いることができる。
（Ａ）成分としては、例えば、アクリル樹脂エマルション、酢酸ビニル樹脂エマルション
、ウレタン樹脂エマルション、アクリルシリコン樹脂エマルション、フッ素樹脂エマルシ
ョン等が挙げられる。（Ａ）成分の重量平均分子量は、通常１０００００以上である。
【００１２】
　本発明組成物における（Ａ）成分としては、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに由
来するアクリル樹脂、及び環状シロキサン化合物に由来するシリコーン樹脂が９９：１～
３０：７０の重量比率でエマルション粒子内に混在する合成樹脂エマルション（Ａ－１）
（以下「（Ａ－１）成分」という）が好適である。本発明では、このような（Ａ－１）成
分を用いることにより、撥水性、造膜性、ひび割れ防止性等の各物性を高めることができ
、塗料貯蔵中における撥水効果の失活を抑制することもできる。さらに（Ａ－１）成分は
、塗膜形成後における撥水効果保持にも有効に作用するものである。
　（Ａ－１）成分におけるアクリル樹脂とシリコーン樹脂の形態は特に限定されず、均一
に混ざり合った形態であってもよいが、海島構造等により相互に分離した形態が好適であ
る。（Ａ－１）成分におけるアクリル樹脂とシリコーン樹脂の重量比率は、通常９９：１
～３０：７０であり、好ましくは９７：３～４０：６０である。
【００１３】
　（Ａ－１）成分を構成するアクリル樹脂は、（メタ）アクリル酸アルキルエステルを主
成分とする重合体であり、必要に応じその他のモノマーを共重合したものである。（メタ
）アクリル酸アルキルエステルとしては、例えばメチル（メタ）アクリレート、エチル（
メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレ
ート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ｎ－アミル
（メタ）アクリレート、イソアミル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリ
レート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、デ
シル（メタ）アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレート、オクタデシル（メタ）アク
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リレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、ベン
ジル（メタ）アクリレート等が挙げられる。このような（メタ）アクリル酸アルキルエス
テルの使用量は、（Ａ）成分を構成する全モノマーに対し、通常３０重量％以上、好まし
くは４０～９９．９重量％、より好ましくは５０～９９．５重量％である。
【００１４】
　その他のモノマーとしては、例えばカルボキシル基含有モノマー、アミノ基含有モノマ
ー、ピリジン系モノマー、水酸基含有モノマー、ニトリル基含有モノマー、アミド基含有
モノマー、エポキシ基含有モノマー、カルボニル基含有モノマー、アルコキシシリル基含
有モノマー、芳香族モノマー等が挙げられる。これらモノマーの使用量は、（Ａ）成分を
構成する全モノマーに対し、通常０．１～６０重量％、好ましくは０．５～５０重量％で
ある。
【００１５】
　（Ａ－１）成分におけるシリコーン樹脂は、環状シロキサン化合物を重合して得られる
ものである。環状シロキサン化合物としては、例えばヘキサメチルシクロトリシロキサン
、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン等が挙げら
れる。このような環状シロキサン化合物を重合する際には、直鎖状シロキサン化合物、分
岐状シロキサン化合物、アルコキシシラン化合物等を用いることもできる。このうち、ア
ルコキシシラン化合物としては、分子中に１個以上のアルコキシル基を有するシラン化合
物が使用でき、例えばテトラメトキシシラン、メチルトリメトキシシラン、ジメチルジメ
トキシシラン等の他、ビニルメチルジメトキシシラン、γ－（メタ）アクリロイルオキシ
トリメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン等のシランカップリン
グ剤等が使用できる。シリコーン樹脂の平均分子量は、通常１００００以上、好ましくは
５００００以上である。
【００１６】
　本発明における（Ａ）成分としては、特に、上述の如きアクリル樹脂とシリコーン樹脂
が混在する合成樹脂エマルションであって、アクリル樹脂及びシリコーン樹脂が混在する
外層と、アクリル樹脂を含む内層を有し、外層におけるアクリル樹脂のガラス転移温度よ
りも内層におけるアクリル樹脂のガラス転移温度が低く設定された多層構造型合成樹脂エ
マルション（Ａ－２）（以下「（Ａ－２）成分」という）が好適である。このような（Ａ
－２）成分を使用すれば、撥水性能において一層顕著な効果を得ることができ、さらにひ
び割れ防止性等の塗膜性能を高めることもできる。外層と内層の重量比率は、通常８０：
２０～２０：８０、好ましくは７０：３０～３０：７０である。
【００１７】
　このような（Ａ－２）成分は、例えば、内層を構成するアクリル樹脂を乳化重合により
合成した後、外層を構成するアクリル樹脂及びシリコーン樹脂を乳化重合により合成する
方法等によって得ることができる。
　（Ａ－２）成分においては、内層を構成する樹脂として上述の如きシリコーン樹脂が含
まれていてもよい。内層にシリコーン樹脂が含まれることにより、ひび割れ防止性等を高
めることができる。
　ここで、内層を構成するアクリル樹脂のガラス転移温度（以下「Ｔｇ」という）は、通
常－６０～２０℃（好ましくは－５０～１０℃）に設定すればよい。外層のＴｇは、通常
２０～１００℃（好ましくは３０～９０℃）である。各層のアクリル樹脂のＴｇがこのよ
うな範囲内であれば、上述の如き効果を安定して得ることができる。なお、本発明におけ
るＴｇは、Ｆｏｘの計算式により求められる値である。
【００１８】
　本発明組成物における（Ｂ）成分は、アミノ基含有オルガノシロキサン化合物（Ｂ）（
以下「（Ｂ）成分」という）である。この（Ｂ）成分は、本発明組成物の形成塗膜に撥水
性を付与する成分である。さらに（Ｂ）成分は、塗膜の耐水性等における物性向上にも寄
与するものである。
【００１９】
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　本発明組成物における（Ｂ）成分は、通常下記式（１）、（２）で示される単位を有す
るものである。
【００２０】
【化１】

【化２】

（式中、Ｒ１は同一または異なって、アルキル基、アリール基、アラルキル基を示し、Ｒ
２はアルキレン基、オキシアルキレン基を示す。Ｘはアミノ基示す。ｍ，ｎは１以上の整
数である。）
【００２１】
　（Ｂ）成分のアミノ基としては、例えば－ＮＨ２、－ＮＨＣＨ３、－Ｎ（ＣＨ３）２、
－ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ２、－ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨＣＨ３、－ＮＨ（ＣＨ２）２Ｎ（Ｃ
Ｈ３）２等が挙げられる。
【００２２】
　（Ｂ）成分の形態は、水中に分散した形態であれば特に制限されず、界面活性剤を用い
た強制乳化型エマルション、あるいは自己乳化型エマルションのいずれであってもよい。
【００２３】
　（Ｂ）成分の混合比率は、（Ａ）成分の固形分１００重量部に対し、固形分換算で通常
１～１００重量部、好ましくは２～５０重量部である。（Ｂ）成分が１重量部より少ない
場合は、撥水性において十分な効果が得られ難い。（Ｂ）成分が１００重量部より多い場
合は、塗膜の耐汚染性等が低下するおそれがある。
【００２４】
　本発明組成物における（Ｃ）成分は、カルボキシル基含有高分子化合物（Ｃ）（以下「
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（Ｃ）成分」という）である。本発明では、このような（Ｃ）成分が必須成分として含ま
れることにより、上述の（Ｂ）成分が塗膜中に固定化され、長期にわたり撥水性を発揮す
ることが可能となる。
【００２５】
　（Ｃ）成分としては、カルボキシル基を有する各種樹脂が使用可能である。（Ｃ）成分
の具体例としては、例えば、アクリル酸系樹脂、スチレン－アクリル酸系樹脂、スチレン
－マレイン酸系樹脂、スチレン－アクリル酸－マレイン酸系樹脂、ウレタン系樹脂等が挙
げられる。
【００２６】
　上記（Ｃ）成分のうち、アクリル酸系樹脂とは、アクリル酸系モノマーを必須成分とし
て得られる樹脂であり、スチレン－アクリル酸系樹脂とは、アクリル酸系モノマーとスチ
レン系モノマーを必須成分として得られる樹脂である。また、スチレン－マレイン酸系樹
脂とは、スチレン系モノマーとマレイン酸系モノマーを必須成分として得られる樹脂であ
り、スチレン－アクリル酸－マレイン酸系樹脂とは、スチレン系モノマーとアクリル酸系
モノマーとマレイン酸系モノマーを共重合して得られる樹脂である。ウレタン系樹脂は、
ウレタン結合を介して高分子化された骨格にカルボキシル基を有する樹脂である。
【００２７】
　なお、アクリル酸系モノマーとしては、アクリル酸、メタクリル酸等が挙げられる。ス
チレン系モノマーとしては、スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン等が挙げら
れる。また、マレイン酸系モノマーとしては、無水マレイン酸、マレイン酸、マレイン酸
アルキルエステル、マレイン酸ヒドロキシアルキルエステル、マレイン酸アルキルアミド
等が挙げられる。
【００２８】
　（Ｃ）成分の重量平均分子量は、通常３０００以上１０００００未満（好ましくは５０
００以上８００００以下）程度である。（Ｃ）成分の重量平均分子量が小さすぎる場合は
、撥水持続性、耐水性等において満足な物性が得られ難くなり、逆に大きすぎる場合は、
（Ｃ）成分の粘度が高くなり取り扱いが困難となる。
【００２９】
　（Ｃ）成分の混合量は、（Ａ）成分の樹脂固形分１００重量部に対して、通常、固形分
換算で１～１００重量部、好ましくは２～５０重量部である。このような混合量であれば
、形成塗膜の撥水持続性等において十分な効果を得ることができる。（Ｃ）成分が１重量
部より少ない場合は、経時的に撥水性が低下しやすくなる。（Ｃ）成分が１００重量部よ
り多い場合は、塗膜の耐汚染性、耐水性等が低下するおそれがある。
【００３０】
　本発明組成物では、上記（Ｂ）成分と（Ｃ）成分との塗料中での反応を抑制し、塗料の
貯蔵安定性を確保するため、揮発性塩基（Ｄ）（以下「（Ｄ）成分」という）を必須成分
とする。この（Ｄ）成分は、塗膜形成時には揮発し、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の反応を促
進させる役割を担うものである。
　（Ｄ）成分としては、アンモニア、モノエチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルア
ミン、イソプロピルアミン、ジイソプロピルアミン等が挙げられる。本発明では、特に、
アンモニアが好ましく用いられる。
【００３１】
　（Ｄ）成分の混合量は、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分との塗料中での反応を抑制するために
有効な範囲内で適宜設定すればよい。但し、（Ｄ）成分の混合量が多すぎる場合は、（Ｄ
）成分の臭気が強くなり、塗装作業性や周辺環境上あまり好ましいものではない。（Ｄ）
成分の混合量は、（Ａ）成分の固形分１００重量部に対し、通常０．０１重量部～５重量
部（好ましくは０．１～３重量部）程度である。
【００３２】
　本発明組成物では、上述の成分に加え、さらに、平均粒子径０．５～５００μｍの粉粒
体（Ｅ）（以下「（Ｅ）成分」という）を含むことが望ましい。このような(Ｅ)成分を配
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合することで、塗膜表面に微細な凹凸構造が付与され、塗膜に水滴が接触した際の接触面
積を小さくすることができ、撥水効果を高めることができる。
【００３３】
　（Ｅ）成分における好適な平均粒子径の範囲は１～２００μｍ（さらには３～１００μ
ｍ）である。なお、（Ｅ）成分の平均粒子径は、透過型電子顕微鏡の観察によるものであ
り、各粒子の円相当径を直径としたときの粒子径分布（個数基準）を求めることによって
得られる値である。
【００３４】
　（Ｅ）成分としては、その材質は特に限定されず各種粉粒体を使用することができる。
例えば、重質炭酸カルシウム、カオリン、クレー、陶土、チャイナクレー、タルク、バラ
イト粉、硫酸バリウム、炭酸バリウム、炭酸マグネシウム、シリカ粉、水酸化アルミニウ
ム等が挙げられる。この他、大理石、御影石、蛇紋岩、花崗岩、蛍石、寒水石、長石、石
灰石、珪石、珪砂、砕石、雲母、珪質頁岩、及びこれらの粉砕物、陶磁器粉砕物、セラミ
ック粉砕物、ガラス粉砕物、樹脂粉砕物、ゴム粒、プラスチック片、金属粒等や、これら
の表面を着色コーティングしたもの等も使用できる。
【００３５】
　このような（Ｅ）成分は、その顔料容積濃度が１０～９０％（好ましくは２０～８０％
）となる範囲内で混合することが望ましい。なお、（Ｅ）成分の顔料容積濃度は、乾燥塗
膜中に含まれる（Ｅ）成分の容積百分率であり、塗料を構成する合成樹脂エマルション及
び粉粒体の配合量から計算により求められる値である。
【００３６】
　本発明組成物では、本発明の効果が著しく損なわれない範囲内であれば、通常塗料に使
用可能な各種成分を含むこともできる。このような成分としては、例えば、着色顔料、骨
材、繊維、増粘剤、造膜助剤、レベリング剤、湿潤剤、可塑剤、凍結防止剤、ｐＨ調整剤
、防腐剤、防黴剤、防藻剤、抗菌剤、分散剤、消泡剤、吸着剤、架橋剤、紫外線吸収剤、
酸化防止剤、触媒等が挙げられる。本発明組成物は、以上のような成分を常法により均一
に混合することで製造することができる。
【００３７】
　本発明組成物は、主に建築物や土木構造物等の塗装に使用することができるものである
。適用可能な基材としては、例えば、石膏ボード、合板、コンクリート、モルタル、磁器
タイル、繊維混入セメント板、セメント珪酸カルシウム板、スラグセメントパーライト板
、ＡＬＣ板、サイディング板、押出成形板、鋼板、プラスチック板等が挙げられる。これ
ら基材の表面は、何らかの表面処理（例えば、シーラー、サーフェーサー、フィラー、パ
テ等）が施されたものでもよく、既に塗膜が形成されたもの等であってもよい。
【００３８】
　本発明組成物の塗装方法としては、公知の方法を採用することができ、例えば、スプレ
ー塗り、ローラー塗り、刷毛塗り等が可能である。乾式建材を工場内で塗装する場合は、
ロールコーター、フローコーター等によって塗装することも可能である。
　本発明組成物を塗装する際の塗付量は、塗料の種類や用途により適宜選択すればよいが
、通常は０．１～０．５ｋｇ／ｍ２程度である。塗付時には、水等で希釈することによっ
て、塗料の粘性を適宜調整することもできる。希釈割合は、通常０～２０重量％程度であ
る。本発明組成物を塗装した後の乾燥は通常、常温で行えばよいが、加熱することも可能
である。
【実施例】
【００３９】
　以下に実施例を示し、本発明の特徴をより明確にする。
【００４０】
（塗料の製造）
　表１に示す配合に従い、各原料を常法により混合・攪拌することによって塗料を製造し
た。原料としては下記のものを使用した。
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【００４１】
・樹脂１：アクリル樹脂エマルション（Ｔｇ１２℃、構成成分；ｔ－ブチルメタクリレー
ト，ｎ－ブチルメタクリレート，ｎ－ブチルアクリレート，２－エチルヘキシルアクリレ
ート，メタクリル酸；固形分５０重量％、重量平均分子量１０万以上）
【００４２】
・樹脂２：多層構造型合成樹脂エマルション
　外層；アクリル樹脂（Ｔｇ４５℃、構成成分；ｔ－ブチルメタクリレート，ｎ－ブチル
メタクリレート，ｎ－ブチルアクリレート，２－エチルヘキシルアクリレート，メタクリ
ル酸；カルボキシル基含有モノマー５重量％）、
　内層；シリコーン樹脂（構成成分；ヘキサメチルシクロトリシロキサン，オクタメチル
シクロテトラシロキサン，デカメチルシクロペンタシロキサン）、
　外層と内層の重量比７０:３０、固形分５０重量％、重量平均分子量１０万以上
【００４３】
・樹脂３：多層構造型合成樹脂エマルション
　外層；アクリル樹脂（Ｔｇ４５℃、構成成分；ｔ－ブチルメタクリレート，ｎ－ブチル
メタクリレート，ｎ－ブチルアクリレート，２－エチルヘキシルアクリレート，メタクリ
ル酸；カルボキシル基含有モノマー５重量％）、シリコーン樹脂（構成成分；ヘキサメチ
ルシクロトリシロキサン，オクタメチルシクロテトラシロキサン，デカメチルシクロペン
タシロキサン）、外層アクリル樹脂と外層シリコーン樹脂との重量比８０：２０、
　内層；アクリル樹脂（Ｔｇ－５０℃、構成成分；ｎ－ブチルメタクリレート，ｎ－ブチ
ルアクリレート，２－エチルヘキシルアクリレート）、シリコーン樹脂（構成成分；ヘキ
サメチルシクロトリシロキサン，オクタメチルシクロテトラシロキサン，デカメチルシク
ロペンタシロキサン）、内層アクリル樹脂と内層シリコーン樹脂との重量比８０：２０、
　外層と内層の重量比４５:５５、固形分５０重量％、重量平均分子量１０万以上
【００４４】
・オルガノシロキサン化合物：アミノ基含有ジメチルシロキサン化合物の乳化分散体（固
形分５５重量％）
・カルボキシル基含有高分子化合物：アクリル酸系樹脂（構成成分；アクリル酸アルキル
‐メタクリル酸共重合体、重量平均分子量２００００、固形分５０重量％）
・揮発性塩基：２５重量％アンモニア水
・粉粒体１：シリカ粉（平均粒子径１８μｍ、比重２．７）
・粉粒体２：酸化チタン（平均粒子径０．２μｍ、比重４．２）
・造膜助剤：２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノイソブチレート
・消泡剤：鉱物油系消泡剤
【００４５】
（試験方法）
（１）貯蔵安定性
　上記方法にて得られた水性塗料を容器内に密封し５０℃の恒温槽に７日間貯蔵後、粘度
変化を確認した。評価基準は、粘度変化２０％未満を「○」、粘度変化２０％以上３０％
未満を「△」、粘度変化３０％以上を「×」とした。
【００４６】
（２）接触角測定
　１５０×７０×０．８ｍｍのアルミニウム板に、エポキシ樹脂系プライマーを塗付量０
．１ｋｇ／ｍ２でスプレー塗装し、温度２３℃・相対湿度５０％下（以下、標準状態）で
８時間乾燥した後、上記方法にて得られた水性塗料を塗付量０．３ｋｇ／ｍ２でスプレー
塗装し、標準状態で１４日間乾燥したものを試験体とした。この試験体の塗膜表面に、０
．２ｃｃの脱イオン水を滴下し、滴下直後の接触角を協和界面科学株式会社製ＣＡ－Ａ型
接触角測定装置にて測定した。
【００４７】
（３）耐水性試験
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　１５０×７０×３ｍｍのスレート板に、エポキシ樹脂系プライマーを塗付量０．１ｋｇ
／ｍ２でスプレー塗装し、標準状態で８時間乾燥した後、各水性塗料を塗付量０．３ｋｇ
／ｍ２でスプレー塗装し、１４日間養生したものを試験体とした。この試験体を５０℃の
温水に２４時間浸漬した後、ＪＩＳ  Ｋ  ５６００－５－６に準じた碁盤目テープ法にて
密着性を評価した。評価基準は、欠損部面積が１５％未満のものを「○」、欠損部面積が
１５％以上３５％未満のものを「△」、欠損部面積が３５％以上のものを「×」とした。
【００４８】
（４）撥水持続性試験
　１５０×７０×０．８ｍｍのアルミニウム板に、エポキシ樹脂系プライマーを塗付量０
．１ｋｇ／ｍ２でスプレー塗装し、標準状態で８時間乾燥した後、各水性塗料を塗付量０
．３ｋｇ／ｍ２でスプレー塗装し、標準状態で１４日間乾燥したものを試験体とした。こ
の試験体の塗膜表面に、０．２ｃｃの脱イオン水を滴下し、滴下直後の接触角を協和界面
科学株式会社製ＣＡ－Ａ型接触角測定装置にて測定した。
　次いで、試験体を２３℃の水中に３時間浸し、標準状態で１時間乾燥後、同様に接触角
を測定した。この試験では、水浸漬後の接触角が、初期接触角に対しどの程度低下したか
を確認することによって評価した。評価基準は、水浸漬後の接触角の低下が５度未満であ
ったものを「○」、５度以上１０度未満であったものを「△」、１０度以上であったもの
を「×」とした。
【００４９】
（試験結果）
　試験結果を表２に示す。実施例１～３では、いずれの試験においても優れた結果を得る
ことができた。
【００５０】
【表１】

【００５１】
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